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1.緒 雷

最近クリの栽培がグマパチ(Dryocosmossp.)の努生で甚大な脅威を受けて居る(井伊1951)。

グマパデの被害に関連してグリの葉を侵害する各種の病害につき近頃少しく研究した。惑には

その内葉枯病につき其病菌の形態並に生母の一端を報告する。本報告は主として岡山勝後月郡

芳井町字戸川に発生のものκつぎて研究した処で資料老供せられた小谷亀市民に感謝する。
本病は我国では大正3年鶴岡章逸 (1917)合唱岡腕で発生を報巴、其後北島君三 (19お)が

研究し病菌を培養した報告がt.>るのみで郁来殆んど報告されてない。本病は葉に発生し、しか

も比較的晩くあらはれ、其病勢の赦化する頃には樹の生育が大牟終って居るので被害の甚しく

ないととが多い。富木はために費育を阻害三れる。

本病は北米合衆国では貫く蔓延し、がなりの被害があると報告されて居る。殊に南部アパラ

チマ地方広被害が著しい由である。

2.病 航

葉を侵害、 9月頃から努生し始め10-11月に箸しい。初め葉の上商に円い蒼白色の樺色斑を

形成、径lcm.病勢の進展と共に大斑となり、周縁は僅かに波般を呈する。屡k癒合して大

形の不規則形斑とだる。病斑の周縁部は暗欄色叉佐渡緑色、内郁はd(色を呈し、その増大と共

に同心輪紋を形成する。との同心輪紋は透硯するとー屠鯛箸で、之に常ふて小黒点(胞子屠)

を列生する(第1図及第2図)。病斑都は簿〈脆となり脆落し易く大きな破孔を生十るととがあ

る。病斑は1葉I'Ll個或は数個発生、葉面積の大牟を占めるととがあり、被害葉は期に先ちて

枯死し落葉する。

3. 病.菌の形態

胞子屠は主として薫の上面t亡、病斑内に同心輪紋般に形成せられ、黒色、直笹1∞-380μ.
表皮下に生ヒ稜之を破って標出する(第3図〉。挽子梗は細くして鞘k長く先端に漸失殆んど無

色lO.5-18.5x1.5~2 . 5μ. 

分生胞子は紡錘形、発芽した物叉は発芽に近づいたものはチヨロギ骨犬、普通4隔膜、 5胞よ

り成り中央3胞は幅贋〈、暗鰍搬色を呈し、両端の各1胞は無色、隔膜都には屡占僅かκ溢れが
ある。多くは直形で稀れに一方I'L轡曲した胞子がある。大さ.20.5-29.5x7.0-9.5μ平均23.0

対7.5μ頂端に1佃の識毛を有し、融毛は直・形叉は管曲、無色、 6-l1xO.7-1.0μ(第4図)。

. 胞子の発芽は着色細胞のどれからでも行はれ、第芽後は多胞は容易に別離する。発芽した菌

糸は無色、時としては僅かに淡オリープ色に着色する。その大さは3-4μ横隔膜聞の長さは

種 k、努芽遁温ほ25度附近である。

4.病菌の名梅

本商は最初フヲ γスで D句mazieres(1倒的 tとよりカシ類の葉上K見出さtt.、 P白taIozzia

monochaeta D田m.として報告された。其後Saccardo(Syll. 3: 7!貯， 1舗のはP句 talozzia

鳳菌の内で胞子の頂端I'Ll融毛を有する種類I'LMonochaetiaなる豆嵐を制定したoAll邸her
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(1伎町は之を属に引上げ、骸菌を Mon∞baetiamonocbaeta (D白m.)Al1esch.とした。
衣で Mon.D缶mazieriiSacc. (Syll. 18 : 485. 1却のの名が用ひられた。

北米に於ては A.H. Grav白 (1912)はタザの薬を侵容する本病容を研究し、その病斑が大

草壁いから Largeleaf'spotと命し (Mar田onia∞hrol，伺句 B.et C.によゐ Small1，伺f-spot
と区別し〕其病菌を Farlowの同定により Mon.Desmazierii Sacc.とした。との菌は多数の

カシ科植物を侵害すゐもので、その寄主として Hedgcock(1929)はクリ(C碕 taneadentata) 

等6属18種を掲げて居る。特に南部アパラチア地方に発生すゐと言ふ 0.S. B句~. 1938)。
之より先 Stevens及 Hall(1910)は其箸書に於てクリ、カシ類に寄生すゐ菌に Mon.

pach)'$pora Bub紘の名を用ひた。 然るに前記 Grav'倍 (1910)が之と同ーと想定すペぎク P

の葉枯病の研究に於て其病菌を Mon.Desmazierii I'L宛てたので Hall(臼12)は更に Mon.

pachysporaを周ゆペをを主張した。

我固では本病菌につぎて最初に記載した鶴岡章通 (1817)はM.pachysporaの名を使用し

其後南部信方(1920)或は北島君三 (1925)等の報告にも此名称が使用されて居る。

北米で報告された此等両薗名は Grav白 (1912)或は HaU(1912)が想像した様に同一首

を取扱ったものと推考される。只前者の記載はその時代が古<(1849)、不備の点は認められ

るが種名としては前者をと P後者はその異名とすべきである。 Stevens(1923)は HaU・との

共箸の改訂版に於て Mon.D白mazieriiを諸用して居ゐι 従って蕊では Mon.D缶mazierii

SaGc.の名称を用ゐる。今・第1表K両薗名で配されたものの分生胞子並に識毛の大さにつを比

較表を掲げ参考に資したい。

第 1表 Mon∞h~t泊 D飽marzierii 及 Mon. 戸記hyspora

之して記された薗の分生胞子並に繊毛の大さの比較

著者及蘭
.‘~'，て..‘. • .可

名 分生胞子
胞数

D飽 E胡.zierres(1849) (Pestalozzia monoch艇同 4 

Wollenu配 r(1936) (Mon. D創由加ii) 5 

Bnbaek (1ω4) (M侃同chy8凹ra) 5 

北島君三 (1925)(Mon.凶chyspora) o 

本著者 (19印〉ク P業枯病賞、寄生〈クり業〉上 5 

同 (1950)問.お鈴薯寒天主音養基上 5 

分生胞子 舗t 毛

10)(4 5-6 

18-初 )(45-7 6-20xO.5-1.0 

23.5)(6.0μ 13rl 

20-26x7.9 2O"':4Ox1;5 

19.2-28.0)(8.0-9.6 UI.O-lV.lo< 1.6 

20.5-29.5)(7.0-9.5 6-11><0.7-1.0 

23.0)( 75μ10xO.9 

17.5 -325)( 4.5 -7.5 35-50><0.7 -.1.8 

25.9x5.6μ 43.7)(1.3μ 

5.病菌の生理的性質

北島君三 (1昭5)はクリの葉から分離の本菌を各種の増餐基上に培養した。就中醤油寒天埼

餐では生育が良好で之に 250Cで12日間培養して分生胞子の形成を見た。然し馬鈴薯寒天、萄

葡糖カロ寒天埼聖書基上では胞子の形成がなかったと。

本箸者ば本菌の発育と環境特に婚養温度並に培養基の反憾との関係を実験した。

1)精養温度と発育との関係

供試曹は昭和25年 11月岡山鯨後月郡芳井町字戸川にて採集の被害タ P葉から分離した-もの
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で、培養基としては馬鈴薯寒天を使用し平簡略養した。其組成は馬鈴薯2∞g及萄葡塘20g寒天
20g 11nooqccであった。之を 50Cから360Cまでの 9階級の温度に培養し、 4日後がち日時集

菌叢の直径を側定4-売。名温度共5個宛のバト世皿を使用したがその菌叢の平均直径除甥2衰

の如くで之を曲棋に図示すると第1図表の如くになる。

第 2表 クず業枯病菌 (MonochaetiaDesmazierii泊α.)の菌穫の発育と培養温度との関係

〈首叢の直径寧位mm)

主音書豊日数 50C 10'。 150 20。 24。 2'10 80。 33。 36。

1. 't r 凸ld-.、，ペー、 主』‘、、
4 日後 。 5.9 16.0 :24;0 31.7 33.2 。 。 。
5 If 。 • 7.8 21.0 31.0 40.2 42.8 18.5 。 。
e h 。 11.3 27.0 38.3 49.8 53.8 23.0 。 。
7 b 。 14.7 29.8 45.0 関.0 6018 28.5 .7.5 。

60 

修1図表 夕日業枯病菌 (Mon∞haetia

Desmazierii踊cc.)首授の発

育と培養温度との関係。

馬鈴薯寒天培養上に於ける官官獲の貰径。

5.6及?は夫キ培養5目、 8日及7日後

に於ける生育を示す。
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第2表並に第1図表の示す様に本菌は其菌糸の生育が比較的良好で其発育最適温度は27度前

後の如く、 7日後の菌叢は印.8mmtz:遣した。発育の最底は5--10度の間にあるものの如く 5

度では発育を認めないが10度では7日後には14.7mmに透した。最高は33度附近の様で30度で

は可なり良好なる生育を示す・が36虞では少しも発育せや33度では7日後に僅か7.5mmの菌叢

を現はした。

本薗の菌叢は楠明瞭な同心輪紋を形成した。之は誼温附近で埼養した物に殊に判然して居

先。酋叢の色は淡鮭肉色くPalecinnamon)であった。

.更に分生胞子の形成と温度との関係につきては馬鈴薯寒天斜面増養基では菌糸の発育する

100Cから加。Cまで何れの混度に於てもその形成を認めた。而して低温よりも高温度に於て

形成が多<240Cが形成の最適温度であった。形成された胞子の形態は形成温度の影響を受げ

るととが多くなかった。馬鈴薯寒天上に形成の胞子堆は何れの温度に於ても表面漁潤で粘質を

符ひ・漆黒色で円形、菱形乃至極棒肢を呈し薗叢の中心部から放射扶tz:点々散生せられる。

倫養分の稀禽た埼養基上に於いては、分生胞子が発芽じた発芽管が直ちに櫓子梗に化しその

上tc.l乃至数個のニ衣胞子高と形成する。二女分生胞子は大'1'区kであるが大体原分生胞子上り
も鞘，1(，j、形である。着色は淡くして中央細胞と両端細胞とb着色の差が少ない〈第5図〉。大貸
さは 17-32.5x3 町6.0μ~絢が 25.0-4.8μであ b繊毛は非常に短い。
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め培養基の水素イオシ濃度と菌糸の溌育及ぴ胞子形成との関係

(A) 菌糸の努育 馬鈴薯却Ogブドウ糖20g寒天20g水1000ccの培養基 10cc宛を試験管

に取りN/5NaOH及び N/5HCIを加へて水素イオン濃度の変化と NaOH及び HCIの量左

右ヒタラータ及びラプス氏の指示薬による比色法によっτ決定した。
ペト P皿に N/5NaOH及び N/5HClの前記決定量主それぞれ滴下L、それに培養基(未

処理〉を10cc宛入れよく捜非して固化せしめた。モの中央に一定量の菌糸を移植し、モの後の

第育欣態を調査1...7足。各区共8笛のペト P凪を使用して実験レメE結果の苓均は第3表及び第2

図衰の如〈で温うった。 240C7日後K於いて pH3.2の発育が最も良〈菌叢の直径46.33mmに

第 3表 夕日業枯病菌菌糸の発育と培養基のJ.k~イオシ濃度との関係

pH 1.2 2.0 3.2 3.9 4.9 1l.0 ヤ.0 8.2 9.0 9.8 11.2 11.8 

鴻数日2 35 e 2 1 3 4 5 28 37 46 

5 日後

7 日後

o _ 0 31.00 29.33 28.00 27.67 27.00 26.77 22.50 13.50 0 。
。o 0 46.33 43.00 40.50 39.33 38.25 38.00 27.00 17.00 0 

pH 1.2乃歪..9は N/5HCl. pH 6.0乃歪 11.8は N!fJNaOH. 
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第 2図表ク P 業枯病菌 (Mor町:ha.~tia

Desmazierii旬.cc.)菌費量の発

育と培養基の水素イオン濃度

との関係。

5及び 7は、 5日後7日後に

於ける.叢の発育平均直径。

遣した。 pH2.0 及び1.2 1'L於ては~Å'発育したかった。 pH3.9 4.9 6.0 7.0及び8.2はpH3.2

に衣いで良く、その差はわす=かで、 8.2に於いて 7日後に 38.00mmI'L遣した。 pH9.0及び

9.8は発育が比較的悪く、 9.8に於いては、7日後に17.00mmに発じたのみであった。 pHl1.2

及び11.81'L於いては全k努育しなかった。

()3)胞子の形成胞子の形成は 12日後菌糸の発育可能なpH3.2乃室9.0の聞に於いて形

成せられ、 9.8のみは形成せられたかった。中でも形成最も多きものは pH3.9及び4.9であ

った.菌糸発育の最油を示した3.2度に於いては、比較的少くな(pH8.2及び9.0!.ほぽ同

様であった。

たほ形成せられた胞子の形態は何れの pHI'L形成せられたものも大きな差異は認められなか

った。

6.摘 要

1) 本報告はグ Hの葉を侵害する葉枯病菌(Largeleaf-spot fun郡JS)~-:;;lきての報告である。
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2) 本病菌名としては従来MonochaetiaD白mazierjiSacc.叉はM.pac句sporaBub紘

の両者が使用されて来たが本報告では前者を採用した。

3) 病欺並に病菌の形態を鞘均詳細に記載L1t。

4) 本菌菌系の発育最低温度は5一曲。遁温は27。最高は330C附近の横である。

5) 本薗分生胞子は菌糸の生育する範囲で形成されるが最遁は240C近〈である。

6) 本曹は培養基上tt:於いてはこ失胞子を形成するe

7) 本商菌糸発育最誼pHは3.2最低は3.2以下最高は9.8附近でるる。

8) 本酋分生胞子はpH3.2乃至9.0に於いて形成せられ最誼は pH3.9及4.9の糠であっ

?と。
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第 3 図

第 1 図

第 2 図 第 6 図 (渡怨繍〉

仁コ第1図ク峨枯病棟表面黒点は胞子機 0.7傍
第 2図 クH業枯病病斑音容を透視したるもの表面黒点は胞子地 1.3倍

第3図 クH業枯病菌 MonochaetiaDesmazierii泊cc.分生胞子堆 200倍

(d) 

官房4図 クP業枯病菌 Monc油 aetiaD匂 maziぽ ii臼α.分主主胞子及同発芽及揚子梗400傍

傍B図 24度cr.:於いて培養基上に形成せられたクリ業枯病菌ニ次分主主胞子 740倍
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